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一般国道２号 広島南道路（木材港西～廿日市）における計画段階評価

１．当該地域の課題

①旅行速度低下区間の発生

③地域産業の拠点から高規格道路

へのアクセス性の低さ

図３ 高速道路IC時間圏域 資料：ETC2.0プローブ
令和2年度平日朝夕ピーク平均旅行速度により算出（7,8,17,18時）

図１ 旅行速度低下区間（ピーク時）

②多発する死傷事故

資料
死傷事故率、死亡事故発生箇所：ITARDAデータ[H28～R1]
全国平均：令和元年度交通統計掲載のR1年の値
事故危険区間：国土交通省 H29

図２ 死傷事故率

○廿日市ICアクセス経路上には事故
危険区間（3箇所）が存在。特に、宮
内交差点や上平良交差点などで死
傷事故率が全国平均を上回る。
（図２）

資料：ETCプローブデータ（R2.4～R3.3平日)
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その他道路

速度低下区間

主要渋滞箇所
(旅行速度20km/h未満)

も く ざ い こ う に し

写真1 国道2号の渋滞状況

宮内交差点
464.1件/億台ｷﾛ

全国平均
51.2件/億台㎞

E2 廿日市IC

廿日市市

宮島SIC

広島南道路
（木材港西～廿日市）

上平良交差点
247.8件/億台ｷﾛ
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みやうち
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みやじま
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死傷事故率（件/億台キロ）

事故危険区間

廿日市ICアクセス経路

死傷事故率全国平均値

広島南道路沿線臨海部に近年
立地した主な産業施設

※H27年以降に立地した施設を対象

物流施設 工場

大規模商業施設

産業用地等開発
開発予定の施設

○臨海部は物流施設や工場
等が集積する産業拠点とし
て機能しているが、臨海部
はICアクセスの空白地帯と
なっており、産業活動を担う
物流交通の高規格道路へ
のアクセス性が低い。
（図３）

ICアクセスの所要時間

10分圏域

産業集積エリアが
高速IC10分圏域外

図６ 道路ネットワークのミッシングリンク

廿日市IC
アクセス経路

ひ ろ し ま み な み

○主要渋滞箇所の上平良交差点を先
頭に、国道２号西広島バイパス（平
面部）、廿日市港線で速度低下が発
生。また、周辺道路の宮島街道で速
度低下が発生。
(写真１，図１）

○廿日市ICと産業拠点が集積する臨海部との間は本線も側道もないミッシングリンクであるため、市街地を通る並行
現道によるICアクセスとなり、物流効率化に資する速達性を確保した道路ネットワークが不十分。 （写真２、図６）

【廿日市ICアクセス経路】
西広島バイパス平面部

（一）廿日市港線

全国

6.8％ 54.5％ 4.5％ 25.0％
6.8％

2.3％

11.0％

2.1％

35.2％ 24.6％ 12.6％11.7％ 2.7％

追突事故が約5割

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（44件）

②速度低下による追突事故の発生

①交通の円滑化 ②交通安全の確保 ③地域産業の支援

３．政策目標

２．原因分析

①高速ICアクセス経路
への交通の集中

○廿日市港線の物流交通の約4
割は廿日市ICとの往来 （図４）

○廿日市ICの主要なアクセス経
路は西広島バイパス（平面部）・
廿日市港線経由に限られるた
め、臨海部発着の高速利用交
通が当該路線に集中。（図４）

図５ 死傷事故類型資料 ITARDAデータ(H28～R1)

車両相互(右左折)
車両相互(その他)
車両単独

人対車両
車両相互(正面衝突)
車両相互(追突)
車両相互(出会頭)

図４ 物流交通の流動

○廿日市ICアクセス経路上の交通事故は、
事故類型では追突事故の割合が約５割を
占め、速度低下が事故多発の一因と考え
られる。（図５）

③物流効率性の高い道路ネットワークが不十分

写真２ 広島南道路(木材港西～廿日市)の周辺状況

資料 商用車プローブデータ（R1.9）
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４．対策案の検討

評価項目 【案①】 本線立体整備案 【案②】 現道拡幅案

道
路
整
備
に
よ
る

効
果
・
改
善
点

交通の円滑化 ○
・高架橋で整備されることで速達性の向上効果が大きい

・交通転換により並行路線の混雑が改善
△

・拡幅により現道の混雑は緩和するが、信号交差点は残存するため速達性の向

上効果が小さい

交通混雑に起因する

交通事故の減少
○ ・並行路線の混雑が改善され、交通事故が減少 △ ・追突事故の減少が見込まれるが、平面交差点が残るため効果の発現は限定的

地域産業の支援 ○ ・高速道路へのアクセスが向上し、物流の効率化を支援 △ ・混雑が緩和されるが、平面交差点を通過するため、物流の効率化は限定的

配
慮
す
べ
き
点

工事の影響 ○ ・別線整備のため、工事中の現道交通への影響は小さい △ ・工事中の通行規制や沿道利用の現道交通への影響が非常に大きい

災害時機能(高潮) ○
・高潮の浸水想定よりも高い計画であるため、災害時にも安定して機能する道

路ネットワークが確保できる
×

・現道は高潮の浸水想定エリアを通過するため、災害時の道路ネットワーク途

絶のリスクがある

建設費 △ ・約４００億円 ○ ・約２３０億円

総合評価 〇 △

一般国道２号 広島南道路（木材港西～廿日市）における計画段階評価
は つ か い ちも く ざ い こ う に しひ ろ し ま み な み

（参考）当該事業の経緯等

■計画段階評価の状況
・H9年5月 都市計画決定

■地域の要望等
・R2年6月 広島県知事が国土交通省に事業化要望
・R2年11月 広島県知事が国土交通省に事業化要望
・R2年11月 広島南道路建設促進期成同盟会が国土交通省に事業化要望
・R3年6月 広島県知事が国土交通省に事業化要望
・R3年8月 広島南道路建設促進期成同盟会が国土交通省に事業化要望
・R3年11月 広島南道路建設促進期成同盟会が国土交通省に事業化要望
・R3年11月 広島県知事が国土交通省に事業化要望

凡 例

対象区間 第3次医療施設

調査中区間 事故危険区間

高速道路 死亡事故発生箇所

一般国道
交通量
(H27全国道路・街路交通情勢調査)

主要地方道 市街地

一般都道府県道 高潮浸水想定区域（R3.8）

その他道路 開発地区

橋梁構造 市町村境界線

主要渋滞箇所
車線数
(2車線/4車線/6車線/高架4車・平面4車)

交通量台/日

【計画概要】

・路線名 ：一般国道２号

・区間 ：広島県廿日市市木材港南～

広島県廿日市市地御前北一丁目

・概略延長：約１．５km

・車線数 ：暫定２車線

・設計速度：８０km/h

【標準横断図】単位：m

ひ ろ し ま は つ か い ち も く ざ い こ う み な み

ひ ろ し ま は つ か い ち じ ご ぜ ん き た

対応方針(案)：案①による対策が妥当

【案①】

広島港五日市地区
産業用地開発

広島港廿日市地区
産業用地開発

廿日市市新機能
都市開発事業

広島西飛行場跡地
ウォーターフロント開発
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【案①】 本線立体整備案
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【案②】 現道拡幅案


